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この図は RA - H 7 を使用しています。 

一お買い上げありがとラございまず。一 

ご使用の前にこの r 取扱説明書」 をよくお読みのうえ、正しくお使いくださ 
い。特に r ま全上のご注意」 は、必ずお読みになり安全にお使いください。 
そのあと大切に保管し、必要なときにお読み<ださい。 

LVT 0684-001 A 


ビクターホームぺージ http : // WWW . jvc - victor . co . jp / 


I 詹 ictor II JVC I 
B 巧ピク g — 巧なさ巧 

パーソナル&モビールネットワークビジネスユニット 

干371 -8 日43群馬県前橋市大渡巧 一 了目1日番地の1 
巧 ダイヤルイン（日 27) 2日 4-89 日2 


保証書 


保証とアフターサービス (必ずお読みください） 


持込修理 


本書は、本書記載内容で、無料修理を行なラことをお約束するわので 

す。 

1. 保証期間中、取披説明書及び本体貼付ラベル等の注意書にがった 
正常な使用状態で故障した場合は、無料修理をさせていただをま 
す。商品と本書をお買い上げの販売店にご持参ご提おのラえ、修 
巧をご依頼ください。 

2. 保記期間中の修理など、アフターサービスについてご不明の場合 
は、お買い上げの販売店、又は別祇 f ビクターサービス惡□案内』 
をご覧のラえ、最寄りのサービス窓□にご相談ください。 

3. 次のよラな場合は、保証期間巧でを有料修理にさせていたださま 
す。 

(1) 本書のご提示びない場含。 

(2) 本書にお買い上げ年月曰、お客様名、お買い上げ販売店名の記 
載びない場合、あび本書に記載の字句（製造番号など）を書を 
換えられた場合。 

(3) ご使用上の誤り、巧び不当な修理や改造による故障及び損傷。 

(4) お買い上げ後の輸送、移動、落下などによる故障及び損傷。 

(巳）火災、地震、風水害、雷、その他天が地変、虫善、塩善、公害、 

ガス善（硫化ガスなど）や異常電圧、指定がの使用電源（電圧、 
周波数）による故障及び損傷。 

(6) 不具合の原因び本製品政外（外部要因）による場合。 

(7) 一般家庭用し:^列《例えば業務用等への長時間使巧及び車輛（車 
載用を除く）、船舶への搭載》に使用された場合の故障及び損 
傷。 

4. この保証書は、本書に明示した期間、条件のちとにおいて無料修 
理をお約束するちのです。従ってこの保証書によってお客様のま 
律上の権利を制限するわのではありませんので、保証斯間経過後 
の修理等についてご不明の場合は、お買い上げの販売店又は別紙 

『ビクターサービス窓□案内』をご覧のうえ、サービス窓□にお 
問い合わせください。 

已.本書は曰本国内においてのみ有効です。 

This warranty is valid only in Japan. 

お客様へのお願い 

1 . 本書にお買い上げ年ち曰、お客様名、お買い上げお売店をび記載 
されているかお確かめください。万一記入びない場合は直ちにお 
買い上げ販売店にお申し出ください。 

2. ご磨答品等で、本書記載のお買い上げ販売店に修理びご依頼にな 
れない場合は、別紙『ビクターサービス窓□案内』をご覧のうえ、 
最寄りのサービス窓□にお申し出、ご相談ください。 

3. ご転居の場合は、事前にお買い上げの販売店にご相談ください。 

4. 本書は再発行いたしませんので、紛失しないよう大切に保管して 
ください。 

已.保証期間経過をの修 a 、 補修用せ能部品の保有期間について詳し 
くは、取扱説明書をご覧ください。 





♦ 

保証書 

、 


所を事項の記入及び記載内容をお殖かめのうえ、大切に 
保管してください。 

保証期圍はお買い上げの日より1年闇です。 


、 



r 

補修用性能部品の最低保有期間 

、 


ラジオの補修用性能部品の最低保有期間は、製造巧ち切 
り後日年です。 

この期聞は、経;'斉産業省の指導によるものでず。 

巧修巧性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために 
必要な部品でず。 


修理に関するご相談やご不明な点は 

修理に関ずるご柜談やご不明な点は、 お買い上げの販売 
店 または別紙の「ビクターサービス窓□案内」をご覧の 
うえ最寄り のサービス窓 □にお問い合わせください。 


修理を依頼されるときは 

この取あ説明書に従ってお調べ<ださい。それでも 
なお不具合のあるときは、使用を中止し、 お買い上 
げの 販売店に修理をごな頼ください。 


じ呆証期間—中は！ 

修理に隐しましては保証書をご提示 < ださい。 
保証書の規定に従って販売店が修理させていただ 
さまず。 

II 呆証期間び週ざているとさは] 

修理ずれば使用できる場合には、お客様のご要望 
により有料で修理させていただきまず。 


別売りアクセサリー 


電源 コード： CN -325 A (長さ1 .8 m ) 


別売アクセサ I 」一は、お買い上げの販売店でお巧めください。 


お手入れ 


■本体のお手入れ 

本体が汚れたときは、乾いた布でふいてください。汚れがひどい 
ときは、中性洗剤を少し布につけて軽くふいたあと か5 ぶきしま 
す。 

<お知6せ> 

-アルコールやシンナーなどは使用しない 

•化学ぞうきんを使用するときは、その注意書きに従う 


—本機の仕様および外観は、改善のため予告な<変 
IWIilSg 更ずることがぁりまず。一 


受信周波数 

■ RA - H 7 


■ RA-H 已 

スピーカー 
出力端子 
実用最大出力 
電 源 

消費電力 


電池持続時間 


TV : 4〜] 2チャンネル 
FM ( TV ) : 76 MHz 〜108 MHz 
( TV 1 〜3チャンネル） 

AM :己 30 kHz 〜]日〇已 kHz 
FM : 7日 MHz 〜日日 MHz 

AM :己 30 kHz 〜]日〇已 kHz 
lOcmxK インピーダンス40 
イヤホン X 1 
8日 OmW に lAJ *) 

AC 100 V . 己日 Hz / 目 OHz 

DC 目 V 、市販の単2お乾電池4本使用 

電源「入」時 4 W 

r 切」時 ] .目 w ( Ac 電源） 

日.日日日 1 W (乾電池） 

単2お ( LR 14) アルカ U 乾電池使用時 ( EIAJ *) 


周囲の温度や使用げ況、電池の メーカー や種類により、上記の電 
池持続時間と異なることびあります。 

最大がおづ■法 幅203 mmx 高さ] 8] mmx 奥行1 28 mm 作 lAJ *) 
質 量約 1.4 kg (乾電池含まず） 

で IAJ は日本電子機械工業を規格に定め5れた測定方法による数値です。 

くお知6せ> 

- RA - H 7 の場合のみ 

本機のテレビ受信回路は、 FM 放送の受信回路と兼用しています。地域に 
よっては、テレビの 2 ch または 3 ch の音青を聞いているとき、 FM 放送の 
音び混じって聞こえる事びあります。 


づ M ゴ属お 



電源コード （1 本） 



イヤホン （1 個） 

お買い上げ時に入っている場所 
本体イヤホンポケット巧 



交換 用スピーカー ネット （1 個） 
( RA - H 7 のみ） 


邊 Victor 



修理メモ 


使角\放送 
乾電池 \ 

TV 

FM 

AM 

単2あ ( LR 14) 
アルカ U 乾電池 

約日日時間 

約日日時間 

約14別寺間 


ビクター製品についてのご相談や修理のご依頼 
は、お買い上げの販売店にご相談ください。 

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記 
の柜談窓□にご相談< ださい。 


修理などのアフターサービスに関するご柜談 

ビクターサービスエンジニアリング株式会社 


別紙の r ビクターサービス窓□案内」をご覧ください。 


お買い物柜談や製おについての全般的なご柜談 

お客様ご相談センター 


東京 S (03)5684-9311 

〒113-日日33ま京都文京区本郷兰了目14番7号ビクター本郷ビル 

大阪凸 （06)67 的-4161 

〒己43-邮28大阪市天王寺区ル橋巧1日番16号大阪ビクタービル 


湘談や修理は 


お名前 


保証期間 


住所.店名.電話 

お買い上げ店 


©2001 VICTOR COMPANY OF JAPAN,LIMITED 


0101 KSMMDWSNG 


まを上のごを意 -はじめにお読みください一 


^絵表示について 

この取扱説明書と製品には、お使いになる人や他の人への 
危害や財産への損害を未然に防止ずるため、いろいろな絵 
表示をしていまず。 

-表示のま意文を無視して、誤った使いかたをしたときに 
生じるを険や損害の程度を次のように区分し、説明してい 
ます。よくお読みのラえ正しくお使いください。 


A 警告 

この表示のを意文を守らないと、「死亡ま 
たは重傷を負う可能性が想をされる」内容 
を示していまず。 

A ミち意 

この表示のを意文を守らないと、「傷害を 
負ったり 物的損害が想定される」内容を示 
していまず。 


参給表示の内容 

ま意をラなびず記号 行為を指示ずる記号 

A A 〇 ® 

一般的注意 感電 一般の指示電源プラグを巧 

行為を禁止ずる記号 

(S® 戀 

禁止 分解禁止水めれ禁止 


A 警告 


■万一、次のような異常び発生したときはすぐ使用を 
やめる。 

•煙が化ている、へんなにおいがするとき 
-巧部に水や異物が人ってしまったとき 
-落としたり、破損したとき 

電源 プラグを巧く -電源コードが傷んだとき(な線の露出や断線 
など） 

すぐに電源スイッチを「皿切」にし、あず電源プラグをコンセン 
卜か6な<。異常が発生したまま使用すると> 火がや感電の原因 
となりまず。煙が化なくなるのを確認してか6販売店に修理を化 
頼してください。 


■分解や改造をしない。 

カバーをがさない。 

义がや感電の原因となります。内部の点検や 
修理は、お買い上げの販売店にご化頼<ださ 
い。 

分解禁止 




■風呂場やシャワー室では使用しない。 



本機の中に水が人ると、义炎や感電の原因と 
なります。 


水場での使用禁止 


■本機の中に物を入れない。 

0 通風孔などから，金属物や燃えやずいものが 

入ると、火災や感電の原因となります。特に 
ルさいおす様のいるごを庭ではを意してくだ 
さい。 


■電源コードを傷つけない。 

電源コードを傷つけると、义災や感電の原因 
^ X J となりまず。特に、次のことじを意してくだ 

-電源 コー ドを化工しない 
-電源 コー ドを無理に巧げない 
-電源 コー ドをねじらない 
-電源 コー ドを引っ張6ない 
' 電源コードを暖房器具などに近づけない 
. 電源 コー ドの 上 じを具などの重い物をのせない 


■電源プラグは根元まで確実に差し込む。 


〇 差し込みが不完全でずと、発熱したりほこり 
が付着して火あや感電の原因となります。ま 
た> たこ足函綜も、コードが熱を持ち危険で 
ずのでしないでください。 


■電源プラグは定期的に清掃する。 



電源プラグとコンセントの闇に、ゴミやほこ 
りがたまって湿気を吸うと > 絶縁低下を起こ 
して、义巧の原因となります。を期的に電源 
プラグをコンセントから抜き、ゴミやほこり 
を乾いた布で取ってください。 


■本機の上に水の入った容器を置かない。 


0 花びん、植木鉢，コップ、化粧品、薬品など 

水の人った容器を置かないでください。こぼ 
れたり、中に水が入った場合は、火炎や感電 
の原因となります。 


■雷が鳴り出した5、アンテナや電源プラグに軸れな 
し、。 


接軸禁止 


感電の原因となりまず。 


■表示された電源電圧(交流100ボルトまたは直流6 
ボルト)で使用する。 


Q 


表示された電源電圧 iU 外では、义災' 感電の 
原因となります。 

本機を使用できるのは日本国内のみでず。 

This set is desianed for use in Japan onlv and 
cannot be used in any other country . 


A ま意 


■電源プラグはコードの部分を持って巧かない。 

0 電源コードを引っ張ると、コードに傷がつ 
き、火がや感電の原因となることがありま 
す。電源プラグを持ってホいてください。 


■めれた手で電源プラグを巧き差ししない。 

€ \ 感電の原因となることがあります。 

) 

めれ手禁止 


■置き場所にを意する。 

次のような所に置<と、义災や感電の原因と 
なることがあります。 

-調理台や力日湿器のそばなど、'油煙や湯気が当たる所 
' 湿気やほこりのをい所 
-暖房器具のお<など高温になる所 
-窓ぎわなど水滴の発生しやすい所 
-窓を閉めきった車の中や直射日光の当たる所 


■長期間使用しないときは、電源プラグを巧く。 

電源スイッチが r ■切」でも本機には、わずか 
な電流が流れています。安全および節電のた 
め、電源プラグをコンセントか6おいてくだ 

電源 プラグを巧< 




■お手入れをするときは、電源プラグを巧く。 


電源 プラグを抜く 


電源スイッチが r ■切」でも本機には、わずか 
な電流が流れています。電源プラグがコンセ 
ントに接続されていると、感電の原因となる 
ことがあります。 


■移動するときは、電源プラグを巧く。 

接続したまま移動すると、コードが傷つき、 
义災や感電の原因となることがありまず。 


電源 プラグを抜く 


■はじめか5音量を上げすざなし、。 


突が大きな音が化て> スピーカーを玻損した 
り、聴力障害の原因となることがあります。 

電源を入れる前に音量(ボリユーム）を下げて 
おき、電源が人ってか6徐々に上げてくださ 
い。 




■イヤホンを使用するときは、音量を上げすざないよ 
ラにする。 

〇 耳をお激するような大きな音量で長時聞続け 
て聞くと、聴力障害を起こすことがありま 
ず。 


■電池の取り扱いにを意する。 


0 


電池の取リキ及いを誤ると、電池が巧裂した 
り、あ电れして、义炎' けがや周囲をミちす原 
因となることがあります。次のことにを意し 
てください。 


' 指を W 外の電池を使用しない 
' 電地の プラス© と マイナス© を圍違えない 
' 電池の プラス© と マイナス© をシヨートさせない 
' 電油を力□熱しない 
' 分絕しない 
' 义や水の中に入れない 

' 新しい電池と一度使用した電池> 種類の違う電池をミ昆ぜて使用 
しない 


-乾電池は充電しない 

•長期聞使わないときは、電池を取り化しておく 

もし、電池が巧もれをしてしまったときは、電池ケースについた 
あをよくふきとってください。万一、もれたあ体が身体についた 
ときは、水でよく洗い流してください。 


































































































電源を準備ずる 


家庭用コンセントまたは乾電池のいずれかでお使いになれます。 


ラジオを聞< 


7電池入れのふたをはずす 


おやすみタイマー 
入/切 


RA 


田 


電源 


バンド 


こ家庭用コンセントで使う^ 

電源コードを AC IN 端子につなぐと、乾電池が入っていても自動的に ACIOOV 電源に切り換わりまず。 



電池入れのふた 5日 Hz /6 日 Hz ために乾電池も取り化しておいてくだ 

さい。 


こ乾電池で使ラ） 

乾電池でお使いになるときは、電源コードを AC IN 端子から抜いておいてください。 
電源コードがつながれていると乾電池ではお使いになれません。 


こおやずみタイマーを使ラ) 

放ちを聞きながらおりたいときに使いまず。 


(^ャホンで 


2 単2お乾電池4本を番号順 
に入れる 

乾電池のプラス©とマイナス© 
の向をを表示どおり正しく入れて 
<ださい。 


3 電池入れのふたを元どおりに 
しめる 



<お知6せ> 

-乾電池を交換ずる目安 

乾電池が消耗してくると、音がかさくなったり割れたりしまず。このようなときは、乾 
電池を4本とも同じ種類の新しい乾電池（アルカリ乾電池など）と交換してください。 


7 電源スイッチを巧して電源を「皿切」にする 


2 おやすみタイマーボタンを巧す 

再び電源び入り、聞いていた放送局び受信でをます。 

タイマーのランプび点なになり、約日0分後に電源び自動的に切れま 
す。 


おやすみタイマーを途中で解除ずるには 

おやすみタイマーボタンををラー度巧します。 

タイマーび解除になり、電源び切れてタイマーのランプび消えます。 


<お知5せ> 

-おやすみタイマーは、電源が人っていると設をできません。 
電源が切れているのをおかめてか6、設をしてください。 


スピーカーネット①交換 （ RA - H 7 のみ）） 

お好みによってスピーカーネットを付け換えることができ 
まず。 



スピーカーネットを外すとさは、ネット左ち中央の 
くぼみを軽く押さえ、手前に引さます。 

スピーカーネットを取り付けるとさは、突起部を巧 
に合わせて軽く巧し込みます。 




音質を調節する 


音質選択スイッチを「高」、「中」または「低」 
の好みの位置に合わせます。 


局 

中 

低 


高い音び強調されます。 

通常はこの位置をおすすめします C 
高い音び減衰します。 


r 暗いところで選局する- 

照明ボタンを押します。 

目盛板を照らすランプび約30秒間点灯し 
ます。 

暗いところで放送局を選んだり確認びしやすくなります 


r よく聞く放送局にしるしをつける 

よく聞く放送局の周波数に選局目印を合わ 
せておさます。選局目印にダイヤル指針を 
合わせると簡単に選局でさます。 

ダイヤ j レ指針の突起部分や選局目印を指でさわって、 
聞し''ている放送局の位置を目安として確認でさます。 


電源スイッチを巧して電源を「入■」にずる 

電源を切るとさは、ちラー度巧して電源を「皿切」にし 
ます。 
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■ RA — H 7 の場合 

バンド切換スイッチを 「 AM 」 、 「 FM/TV 
l -3 chj または rTV 4-12 chJ のいずれか 
に合わせる 

■ RA - H 己の場合 

バンド切換スイッチを 「 AM 」 または rFMJ 
に合わせる 

バンドを切り換えると目盛板ち切り換わります。 


選局つまみを回して聞きたい放送局を選ぶ 

ダイヤル指針を放送局に合わせます。 

放送を受信すると同調ランプび点灯します。 


音量つまみで音量を 
適度に調節ずる 


■FM ( TV ) が送の場合 

窓のそばなどび受信しやす 
くなります。 

□ッドアンテナの長さ•向 
さ-角度を最ち良く受信で 
さるよラに調節します。 



放送局をうまく受信ずるには 

■ AM が送の場合 


バーアンテナを内蔵して 
いますので、ラジオ本体 
を最ち良く受信でさる向 
さに変えます。 



ごま意 

. 車やビルの中などでは受信しにくくなりまず。できるだけ 
窓際でお聞さください。 

-本機に金属物を近づけると、受信状態び悪<なることびあ 
0ます。 

-持ち運びするときは、□ッドアンテナをたたんでください。 
アンテナび弓 I っ掛かったり、目にあたったりしてケガの原 
因になることびあります。 


-H7 


f 3-BAND RADIO 


TV4-12ch 


FM/TV 1-3ch 


AM 



タイマーのランプ 


間〇 


付属のイヤホン 




イヤホンをイヤホン 
端子に差し込む 

スピーカーから 音び出な 
<な0ます。 


イヤホンポケット 

使わないとさは、イヤホンポケットに 
イヤホンを入れて置くと便利です。 
(お買い上げ時、ここに付属のイヤホン 
び入っています） 




























































































































































































































































































